









多彩なビジネス 活動の中心をなす 今日の商業の 源流ともいえるものが 何時頃 
から発生したかは 明らかでないが ，一応， 平安時代 C794 目192 年) の市座商業 
にまで遡ることができよ 5 。 もっとも，当時の 市座商業は，妄りに 高価で売る 
と処罰されるばかりか ，店舗，商お ，市場の開閉時間，度量衡制度に 至るまで， 
市司の厳しい 監督の下にあ った。 これが， 鎌倉時代 C1192 ～ 1333 年 )に入ると， 
「市座」と称する 特権 団体に属する 商人が，原則として ，市場取引を 許可され， 
また， 鎌倉では商人は ，「 町 」また ほ 「町屋」 といわれる地域に 居住すること 
を認められるようになったため ，社会的な職業 層 としての商人の 地位が生じ， 
常設的市場の 開設も容易になった。 もっとも，我が 国では， この時代から 江戸 
時代 (im03-iS67 年 ) 末期に至る 迄 ， 封建経済が強く 支配し， 領主が農奴に 対 
し土地を分与するかわりに ，年貢その他の 奉仕を彼らに 要式する経済社会体制 
が主軸になっていたため ，貨物を運搬したり ，依頼を受けて 売り捌きをする 問
，問丸・津屋  おもに鎌倉・ 室町時代 - 一とか問屋一一 - 部鎌倉・室町時代．通 
常 は 江戸時代の用語  などが次第に 発達してはぎたが ，貨幣を媒介とする 取引 
を通じてこそ 活性化する商業の 基本的性格のためか ，領主を中心とする 自給自 
足的な自然経済が 主流となっていた 頃 には，余り顕著な 発展はなし得なかった 
よ う であ る。 
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ところが，貨幣経済が 浸透してくると ，生産者とか 供給者に，何時ともわか 
らない需要者の 出現を待つまでもなく ，その生産物を 市場に常住する 商人に売 
り，価値の保蕨手段として 極めて有効な 貨幣を入手することができる よう に た 
っ だが，それだけでなく ，その一部を 支出して，利用しょうとする 生産財とか 
消費財を入手する 需要者に早変りすることも 可能となった。 もっとも，こうし 
た循環が円滑に 行われるためには ，商人があ らかじめ商業資本をできるだ け 多 
額に準備し，生産者や 供給者の提供物を 一挙に引き取って 貨幣を引き渡し ， 受 
げ入れた提供物への 需要者に対してほ ，その代価に 相当する貨幣を 受領するこ 
とにょり，必要物の 引き渡しをするという 需給調節の機能が 是非必要となる。 
とともに，商人がこのような 機能を一層円滑に 遂行しようとすればする 程 ， 一 
層多額な商業資本としての 貨幣の調達・ 準備，運用・ 管理。 増殖が不可欠なも 
のとなり， これが可能な 限りにおいて ，経済社会における 商業の地位も 高まっ 
ていったのであ る。 しだがって，封建経済社会でも 時代が進行し ，年貢や各種 
奉仕の金納化が 盛んになり，物納を 中心とする自然経済的体制が 貨幣経済へ移 
行するにつれ ，商人，あ るいは，それの 社会的職業 層 としての商業の 役割が， 
次第にその地歩を 固めることになったのであ る。 
?
以上のような 経過を経て，封建経済も 後半期に入り ，あ るいは特に江戸時代 
を迎えてからは ，問屋を中心とする 取引が活溌になった。 すな む ち，彼らは， 
特定の地域社会の 各層に入りこんて ，その地域市場を 支配するとともに ，時に 
は，陸路， 海・水路を積極的に 活用して，広域にねだる 商圏を持ち，商業資本 
の 有効な増殖とか 運用をも図るようになった。 そして，提供する 商品を一層 畳
富 にするために ，規模・資本 力 0 弱小な生産者に 対してほ，資金の 前貸しをす 
るとか，資材・ 設備などを供与し、 その生産力と 生産技術を十分に 発揮させる 
が，その対価として 出来た製品を 納入させだり ，思い切って 安く買い取り ，間 
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室としての販売力にものをいわせて ，市場に売り 込みを強化する 体制を取るに 
至った。 かくして，問屋資本という 商業資本があ る程度まで生産を 支配し， い 
わゆる問屋制家内工業という 形にまで進展したものが 少なくなかったのであ る。 
このようにして 相当数の問屋は ，その資本カ を駆使して，殆ど 販売市場そのも 
のを持たない 小規模生産者群を 支配し，実質的な 経済的采配 力を 揮 うに 至った 
が，やがて，彼らに 対し投資するよりも ，蓄積された 問屋資本としての 商業資 
本を， 自己作業場の 設備投資に振り 向け，問屋自体が 製品の生産を 始め， しか 
も 次第にその設備等を 拡張強化し， もはや問屋制家内工業というよりは ，逐次， 
マニュフアクチュラーズに 変身するものも 輩出し，問屋資本という 名の商業資 
本の相当部分は ，むしろ効率的，経済的，合理的な 生産活動を進める 駆動力に 
なる生産資本に 転化し，在来から 専ら生産のために 向 げられていた 生産資本と 
も 合流して，産業資本としての 様相を次第に 強めていったのであ る。 
このようにして ，商業資本の 生産ないし産業資本への 変革が，士農工商の エ
の部分に次第セ こ大きな刺激と 進展を与えていったが ，流通面を司る 商業資本そ 
れ自体も，時代の 進むにつれ，広域取引にまで 活用され，一見地味なようだが ， 
商人の経済力の 増大に実質的に 貢献し，やがて 卸売機能と小売機能の 分化が明 
確となり， エ 0 発展によりもたらされた 生産物の多方面にわたる 流通とか， 商 
品別取引の専門化が 生じ， これらがまた 産業資本の拡大化を 呼ぶとともに ，反 
転して商業資本の 増大にも関係するという 形態をとるよさになっていった。 か 
くて，封建社会の 支配下にあ っても， また， ごく一部を除き 外国との通商がや 
り難くなった 長期に渡る鎖国時代 C1639-1854 年 ) を通じても，貨幣経済と 取引 
関係の進展につれて ， 日本のビジネスは ，厳しい国内環境を 克服しながら ，次 
第にその潜在力を 地域的に強めていったのであ る。 
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一方，歴史を 急速に転換させるようだが ，明治時代 (1868-1912 年 ) に入る 
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と，政治，経済，その 他のあ らゆる面で，旧体制に 対し革新的な 変化が生まれ 
たことは周知の 通りだが， ビジネスの分野でも 著しい変革が 生じだ。 すなわち， 
各種の経済活動に 大きな影響力を 与える財閥が 発生し政府の 積極的な産業 振 
興 策の波に乗り ，商社等を設けて 急成長するとともに ，彼らの資金力がやがて 
金融機関をも 作りあ げ，そこを通じての 資金の流出入・ 運用が，やがて 銀行資 
本という形をとり ，蓄積きれた 産業資本とか 商業資本と共に ，わが国の急速な 
経済の発展に 寄与し，明治維新後におけるわが 国のビジネス 全般の進展に 大い 
仁 貢献したのであ る。 
このように，初期。 こほ二 系統の資本が 生産の向上とか 流通の効率的運用に 役 
立ったが，国策を 中心とする輸出増強とか 生産水準の向上が 要請されるにつれ ， 
次第に生産の 合理化が必要となり ，流通段階はこれを 受け入れる準備体制に 変
貌し ，真の意味での 需給『 節 ，集荷分散，品質調整，輸送，保管，資金融通． 
  
危険負担，情報収授などのマーケティンバ 機能を濃やかに 実現させるためと     
うよりは，流通費用・ 流通時間の節減，流通地域の 合理化等のために 奉仕する 
ようになった。 それだけでなく ，やがて資本と 利益の増殖に 焦点があ てられる 
ようⅤ こ なり，本来の 流通資本というより ，産業資本と 合体して，資本主義的な 
道を辿るようになった。 そして， 明治 (1868-1912 年 )  を経て大正 (1912-1926 
年 ), 昭和 C1926 年以降現を ) へと経済の体制が 複雑化し， また， 規模の利益を 
得るために資本の 高度化 芯 進むにつれ， 多 音経済とか独占的競争が 生じ，さら 
ほ ほ寡占とか遂には 独占をも狙 う という資本主義の 持つ基本的タイプが ，それ 
程高い水準で は なかにせよ，次第に 頭角を表わし ，社会的福祉とか ，消費生活 
の満足増強のための 生産力増加や 輸出の強化，あ るいは，それらを 維持させる 
だめの市場条件の 整備のために ，というよりも ，資本運用の 基本理念が，関係 
企業による極大利潤の 追求という方向に 逐次転化していったのであ る。 そして 
そのために，一層の 資本の集中化と ，それを実現するための 市場拡大が必要に 
なったので，やがて 産業資本と銀行資本の 連係関係が濃密化し ，商業資本もこ 
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れに加わって ， まさに二系統の 資本が ， 何れも利益を 求めて一体化する 独占資 
本主義的体制の 姿を次第に整えるようになっだ。 別のいい方をすれば ，以前は 
国策の線などに 沿って海外貿易の 発展に主役的な 役割をしていた 財閥系その他 
の 各種商社も， また，江戸時代以来長年月にわたり ，おもに国内市場一般で ， 
特有な流通技術と 資本方により ， 日本の各地域経済の 発展にさまざまな 貢献を 
してきた問屋をはじめとする 各種商人も，利潤追求という 魔力に惹かれ ，その 
運用する資本は ，生産とか流通に 固有に役立てるという よ り， これらを手段と 
して増殖する 金融資本的なものに 次第に様変りしていったのであ る。 
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前項のように 経済の体制が 進展してくると ， より著しい効率をあ げるために 
は，資源の確保が 不可欠な要因になった。 日本は，人口も 多く，土地面積も 余
り広くない， しかも資源弱小国なので ，経済のスケールをより 以上拡大するた 
めにほ，領土拡張を 図り， これを阻害し ，あ るいは発展の 阻止要因となるもの 
ば ，積極的に排除する 以外にない， という極端に 短絡的な思想が ，昭和の二桁 
時代が始まる 1930 年代後半頃 から急速に生じ ，軍部が次第に 政治を支配すると 
ともに，拡張策を 進めるために 軍部と財閥の 結託が強まり ，軍国主義の 時代に 
入り，不幸にも ，第二次世界大戦を 誘発させる結果となった。 折しも， アメリ 
力 ，英国，中国，オランダが ，一斉に石油，各種の 原料・資材等の 提供を拒み， 
日本製品の輸出も 困難になり， 日本に目って ， A 血 e 「 iCan-British-Chinese- 
Duteh barrier lin s, いわゆる ABCD  ラインを引いてぎたため ， こうした 
経済封鎖を打破するとともに ，広く新天地の 開発をも求めるという ，一方的な 
自己弁護と主張のもとに ， 昭和 16 年 C1941 年 ) 12 月 8 日日本は戦争に 突入した。 
しかし， 4 年後 (19 曲年 ) の 8 月 15 日にはポツダム 宣言を受諾せざるを 得なく 
なった。 その間，国家総動員法が 発令され，挙国体制の 強化などが強制的に 進 
められたが，経済生活は 苦しく，最高価格を 表示しそれ以上に 売ると刑事罰 
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を苛烈に受ける 公定価格 は ，その数，十数万に 及び， 日常の米については ，米 
穀配給統制令のもとに 米穀通帳 が配られ，一人一日原則として 二合三旬 (約 415 
グラム ) しか割り当てられず ，衣料品にも ， 1943 年以降， 衣料品点数制度が 布 
か れ ，各品目ごとにつげられた 点数の合計点までしか 購入できない ，などとい 
う厳しい統制経済 下に岬吟 しだのであ る。 
終戦を迎えるとともに ，軍部の完全な 崩壊 は 当然としても ，財閥の解体も 連 
合軍最高司令官の 指令に基いて 行われ，財閥系会社の 資産凍結，財閥関係会社 
間の株式保有・ 役員兼任の禁止，財閥関係者の 役員就任の禁止，財閥家族の 所 
有株式の強制譲渡，持株会社の 解体，企業の 分散，財閥家族の 追放などが実施 
され，財閥の 企業集団に対する 支配力の排除が 行われた。 同時に，国民一般に 
対しても，一定限度額を 超える在来預金の 支払封鎖， 旧円の新円への 切り換え， 
封鎖小切手の 授受に よ る経済生活への 圧迫，極端な 物 不足からその 苦しみが 偕 
加 された激しいインフレ 等が加重し， 昭和 20 年代 (1945-1954 年 ) の前半は ， 
いかにその日を 生き抜いて生存的欲求を 満たしていくかの 苦難が与えられ ，後 
半期に入り，漸く 多 ． クの 補充はできる 充足的欲求満足が 可能となった 程度で， 
まさに混迷底を 行く苦渋を味あ おされたものであ る。 
しかしこうした 中にも，米国その 他各国から産業再建のための 技術導入・ 開
発や ，必要資材の 調達が進められ ，完成品を可能な 限り海外に輸出するとい    
一時は飢餓輸出にまで 近い貿易立国への 努力が積み重ねられ ，懸命に経済力の 
回復を図ったことも 銘記されるべきであ る。 やがて導入・ 開発された技術が ， 
昭和 20 年代末期から 30 年代にかけて 技術革新として 花咲き ， 極めて多くの 生産 
分野で次々に 新技術による 優れた製品が 作出され，その 進展が在来のものと 余 
りにも異なるため ，遂に人をして 製品革命と呼ばせる 程にもなった。 当然， 新 
生産方式を強烈に 進めるためにほ ，各方面で人を 必要とし，多くの 人びとは比 
較 的容易に職を 得，当然の成果として 所得の増大する 機会がふえだ。 その結果 
与えられた購買力は ，戦争にょり 損なわれた生活の 復興のために 使われ， しか 
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も新技術による 新製品 は ，生活改善に 打ってつげのものでもあ っただめ，必要 
消費に基づく 生産規模の拡大が ， 更に雇用機会と ，所得と，購買力を 大ならし 
めるという拡大経済への 循環体制を確立させるにいたっだ。 加えて技術革新の 
影響は製品革命だけでなく ，今日の超高速・ 大量輸送を生み 出す輸送革命とか ， 
製品の長期保存を 可能にした冷凍革命・ 保管革命を生じさせ ，また，輸送・ 保
管 ・販売間に便宜さや 魅力性を増大させる 包装革命などをも 次々に創出させ ， 
こ 。 しらがミックス・アップして 更にビジネス 内容を多様化きせるというアクセ 
ノ ン 一シ，ン 効果が生まれ ，華麗な高度成長の 昭和 30 年代を築き上げさせ るこ 
とにもなったのであ る。 
かくて，昭和 20 年代にぼ生存的欲求とか 充足的欲求の 満足に喘いでいた 人び 
とも，技術革新の 進展につれ，商品の 選択範囲も殖え ，所得も著しく 増大しだ 
だめ， フィーリンバとか 雰囲気をも求めての 心理的欲求，更に 進んでは，喜多 
的 欲求の満足し 向 い ，それまでの 売手市場から ， 大 ぎく買手市場へ 急 旋回する 
に 至ったのであ る。 このようにして ，昭和 20 年代の著しい 不足を解消するだ あ 
に，次々と新しい 技術を投入した 企業の多くは ，その後次第に 経営規模を拡大 
弓 虫 化し，やがて ，市場拡張を 狙っての苛烈な 企業間競争をするとか ，地の利・ 
特権 の活用・ブランド 戦略などによる 独占的競争， さらに進んでば ，多目的状 
態から寡占体制の 確立という よう に， ビジネスの世界に 著しい変革が 生まれて 
いった。 独禁法があ るので， き すがに，復古とか 独占の形成にまでほいたらな 
かったが， マーケット・シェア 一 争奪のために ，局面を変えた 分野としては ， 
さまざまな形の 業界の連繋強化によるカルテルの 結成が見られ ，公正取引委員 
会の活動が必要となる 程まで 甘こなったのであ る。 
こうした高度成長下における 技術水準の急速な 向上と激しい 競争が， 日本の 
伝統産業，特にその 製品に大きな 改革とイメージ・アップを 生じさせ， まだ， 
従来の経済慣習とは 著しく 興 った新興産業分野からの 製品が， 日本の新しい 文
化生活体系の 促進に役立ち ，あ るい ほ ，国際競争力に 立ち遅れていた 近代的 花 
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形 産業に著しい 刺激と伸長を 与え， これらの分野でも ，その技術ばやがて 国際 
的な一般水準も 抜き，さらに 優れた品質管理と ，きめの細かいアイディアの 展 
開により，その 製品は，卓越した 国際商品として ， これらを生産する 企業の独 
目の力 により，積極かつ 大量に輸出ずることもできるよ う になった。 
このような変転のなかで 忘れられないのは ，総合商社の 活動であ る。 総合商 
社 は ，国内市場では 最大手の卸 商 として，幾多の 商品を扱 うだげ でなく，各種 
施設，輸送機関などの 手配 は もとより，不動産，観光，娯楽などのレジャ 一な 
いしサービス 業，各種の情報産業とかシステム 産業にまで手を 出し ， 殆どとい 
ってよい 程 ，マーケティンバ・チヤ 子ル ・キャフテンとしてのスター 的役割を 
果たし，中小の 生産者・ 卸商 ・貿易商・小売商などは ，情報面でも ，資金面で 
も，彼らの影響を 受ける場合が 少なくないといわれた。 一方，総合商社は ， 海 
外にむかっては ，貿易商として 世界的な規模で 活躍し，原材料の 調達・完成品 
の輸出入 等 ， まさに日本のビジネス 活動の一環として 欠くことができないまで 
に育成されたのであ る。 
このような商社の 相当数が戦争直後に 解体された財閥系資本の 再生・活用化 
により急成長したという 歴史的変換には 感無量なものがあ るが， これらと大中 
規模の卸 商と 小売商が日本の 国内市場を固め ，海外にむかっては ，世界に雄飛 
ずる貿易商としての 総合商社の活動に 加え，前節にも 述べた近代的花形産業と 
しての自動車・ 電気製品，カメラ・ 時計ならびに 昨今喧伝される 先端産業にた 
ずさわる各種企業が ，総合商社とほむしろ 別 ルートで，いわば ，彼ら独自の 企 
業 経営能力に応じ ，その製品を 直接外国に輸出したり ，工場を設けたり ，多国 
籍 企業を設立するなどの 形をとることにより ，日本の対外市場を 二面的に掌握 
するという強力な 体制が， 昭和 30 年代 (1955 ～ 1964 年 )末潮 以降， 時代が経過 
する ; こ つれ次第に頭角を 表わし始め，世界経済に 占める日本経済の 対内外関係 
かも 
が 様々な問題を 醸し出すことになって 来た。 
かくて，貿易立国により 再建を図ろ う とした日本の 経済体制は，総合商社 ル 
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一ト ，一般貿易商ルート ，近代的輸出可能産業の 直販ないし海外への 進出ルー 
トといった形で 固められ，外国企業の 日本への直接取引が 容易でばなくなる 程
に逐次転化していったのであ る。 一方，国内流通面でも 総合商社は大きな 役割 
を果たしているが ，それだけでなく ， 昭和 28 年 (1953 年 ) 以降， テレビ局が強 
力社 広告媒体として 新たに参入し ，また，同年頃 より，本格的スーパーが 様々 
な形態をとって 着実に根を下ろしはじめ ，昭和 37 ～38 年 C1962-1963 年 ) 頃 を 
頂点、 とする「燃えさかる 流通革命」の 戦士としての 役割を果たす 程までにな   
百貨店も，取扱商品の 増大と，長年にわたっての 人々の愛着心のもとに 華麗に 
再建し，さらに ，戦前までほその 土着と繁栄が ，資本 カ とか経営技術面から 困 
難 とまでいわれていたチェーン 組織がレギュラコボランタリ コ フランチャ 
イズの様々な 形で族生し マネジリアル・マーケティンバ 技法の急速な 導入の 
もとに，各分野の 効率化が鉤欄 と 花咲き，消費水準の 向上とともに ，格調の高 
い 商品や伝統的な 雅味とか風格を 尊ぶ専門店も 著しい伸び率を 示す程になり ， 
当然，彼らに 商品を提供する 一般 却商の活動も順調に 伸長した。 流通革命の盛 
んに称えられた 時代には，大規模な メ 一ヵ 一 と大規模な小売商が 直結し，相互 
に輸送・保管・ 商品選別・資金融通・ 危険負担・情報交流を 分担し合えば ， 申 
を 取り持つ 卸 商の機能は殆ど 不要になり，「 卸 面無用論」が 出たし， また， 流 
通費用と流通経路の 節減・短縮化のために ， 何かにつげ，「中間商人排除」の 
声もしばしば 称えられたことはあ ったが，実際にば ，消費者の行動圏の 制約に 
伴 う 多数小売商の 不可欠性とか ，社会的分業による ， より一層の効率化のため ， 
卸商が 国内市場の繁栄に 果たす役割は ，極めて多かったのであ る。 
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製品，輸送，情報，保管，包装等の 各分野における 技術革新の進展に 伴い， 
高度成長の時代には ， 人 びとの就労機会は 増大し，その 当然の結果として ，収 
入増が生じ，新規商品を 次々に求めようとする 欲望満足の多様性が 急増したた 
4.2 
め ，やがて多くの 人 びとは，多品種なもの ， " イ ・デラックスな 品物を保持す 
ることのうちに ，所有欲の満足とか ，ステイタス‥シンボルを 意識する 23 に 
なり， しかも， フィーリンバを 中心に，次々とそれらを 切り替え，買い 替えて 
いくことのなかにハイ・レベル 社 生活を夢見る 傾向が著しくなっていっだ。 必 
然 的に，企業の 側としてほ，市場細分化とか ，製品差別化戦略をとり ， あ るい 
は，部品互換制度を 中心とする方式により ，部品の高品質 - 大量生産をすすめ 
るとともに，それらの 様々な組み合わせに よ る多角的な顧客満足化への 道を求 
めざるを得なくなった。 しかも，苛烈な 販売競争に勝ち 抜くためには ，規模の 
利益を追求せざるを 得なくなり，何らかの 形でマス・プロダクシ ， ンを 図る必 
要に迫られた。 しかし，マス ，プロは，マス・セールが 可能な限り実施できる 
ため，大量販売が 前提となる。 そのためには ，テレビ・新聞・ラジオ・ 雑誌・ 
その他さまざまなマス・コミュニケーシ ，ン 手段を活用して 大量消費を誘発す 
ることが求められる。 そこで，各企業は ，それぞれの 立場から， マス・ = 、 媒 
体 を先兵として ， マス・コンサンプ シ，ンを 実現。 させ「消費は 美徳」，「使い 捨 
ての時代」，「消費者は 王様」……といったようなキャッチ・フレ @ ズ のもとに。 
マス・セールの 進展をはかり ，そこに，マス・プロダクションの 実効をあ げる 
とし づ ，いわかる 4 マスの体制を 固め，ひたむきに 消費に刺激を 与えながら， 
利益追求に専俳したし ，当時の消費者の 価値観は，企業の 演出するこの 波に乗 
り，ひたすらに 物的豊かさと ，好奇心と，所有欲の 権 化となり，次々に 新しい 
商品に目をつげて 乗り替えるという 形をとるにいたった。 それだげに，国内の 
流通市場もハイ・テンポな 発展過程を外形的には 示し，戦後の 日本経済の伸長 
を 表示する指標の 一つぼもなったのであ る。 
???
しかし， このような経済のあ り方 は，やがて，企業間に 著しい格差をつげ ， 
社会的な富の 配分の不公平さを 増強させるとともに ，本来は人間のだめ ひこ あ る 
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筈の企業が，やがてそこに 働 らく人びとを 駆使し，人間が 企業とし、 ぅ 巨大な 綴 
構の小さな肉の 歯車となり，人間的価値とか 尊厳性までもが 侵されか 力 01 まじく 
なって来たし ， もともと資源小国であ るわが国で， このような乱費を 長く続 け 
得 べくもなかっだのであ る。 
やがて人びとは ，物的繁栄だけがすべてでないことを 悟るとともに ，企業優 
先よりも人間性の 回復をほかるとか ，富の配分の 平等化への努力をし ，社会的 
福祉の増大を 考慮することの 重要性を意識し ， 4 マスを中心とする 高度成長経 
済を止揚 し ，昭和 40 年代 (1965 ～ 1974 年 ) に入り， 経済の構造変動が ， 前半に 
ほ国内市場を 中心として生じ ， まだ，後半には ，諸外国からの 強い要望や圧迫 
の結果として 発生せざるを 得なくなった。 前半でほ，諸般の 経済活動に占める 
消費者の役割が 重視され，単なる 技術サイド，原価低減化サイド ，利益増強 サ 
イドからではなく ，消費者な。 し鰻買 者の真の満足を 実現させ，社会に 福祉や 
安寧を費らし ，環境保護と ， ヱ コロジカル。 サイクルを考慮して ，危険ないし 
汚染の防止を 工夫し，消費者・ 購買者や社会大出が 人間性を取り 戻した喜びを ， 
凡 ゆる生活の局面で 享受できるように 企業努力を重ねることが ，結局は，社会 
全般にとってはもちろんだが ，真の意味での 企業の維持。 発展にも役立ち ， 
"poverty in plenty" ⑭宮のなかにおける 貧困 ) から脱却する 道になる， とい 
う認識が高まって 来た。 こうした点からいって ，消費大衆が 自らその意見を 述 
べることができるとともに ，必要とする 情報を与えられ ，他に拘束されること 
なく，欲する 商品を，欲する 時，場所において ，好ましい取引条件で 選定でぎ， 
自ら他ひ こ対し弊害を与えぬと 同時に，他からの 妨害や汚染にも 悩まされずに ， 
安全を確保できる 体制が望ましいとして ，コンシューマリズムが 大きくズーム 
ア， プ して取り上げられることになり ，法制的にも ，消費者保護基本法が 昭和 
43 年 (1968 年 ) に制定され， また， それ以前に， 商品の安全行政・ 商品情報と 
規格の表示・ 商品標準化の 設定・危険情報の 収集と被害者救済のためなどに ， 
個別に制定きれていた 多数の法律・ 規則等の見直し ，統合，運用の 促進と強化 
囮 
などが取り上げられ ， さらに，価格とか 地域 ヵ ルテル，不当取引の 排除等を目 
指して，独占禁止法ならびにそれの 補完ないし関連法が ， この時期に入って 特 
に積極的に活用されるようにもなっだ。 かくて，従来はそれが 常識化されてい 
た 取引結果についての 買い手責任主義は 次第に売り手責任主義仁転化し ，メ 一 
ヵ 一 としても，製造物責任 (Product liabilities) 制度に対応する 対策を考慮 
せざるを得なくなって 来だ。 
これに対し，昭和 40 年代の後半には ，国際的な外圧というようなものが 急浮 
上しはじめた。 たとえば， 昭和 46 年 C1971 年 ) 8月には， 浴にニクソン・ シ " 
ックと 呼ばれるアメリ ヵ の新経済政策とか ，新しい国際通貨体制の 確立が， 日
本の輸出を通じての 外貨稼ぎと，それを 基盤とする国内市場の 安定化に大衝撃 
を与えた。 すなわち， ともすれば，オーバー・プロダクションになり ，国内市 
場で 飽和状態が起きそうでも ，当時存在していた 1 け =360R という固定相場 
で余剰 財 が海外に盛んに 流れていき，物量的 ひ こは国内市場の 飽和状態を著しく 
緩和させるとともに ， このレートで 着実にドル稼ぎができる ， というそ丸まで 
の基本公式が ，完全に崩れ 去り，不馴れた 変動相場制のもとで ，貿易収支を 考 
えなければならなくなっただめ ，一時は， 日本経済崩壊という 声すら聞かれる 
程であ った。 幸い，同年 12 月に国際蔵 相会議が開かれ ， 1 ド 。 二 308 円という暫 
定的固定相場が 緩衝的措置として 取られだため ，貿易体制変更の 準備とか時間 
稼ぎをすることができたので ，その後，変動相場制が 常態になってからは ， 円 
女時にほ完成品等の 輸出を強化し ，円高時には ，原材料・資材・ 生活必需品な 
どを有利な為替条件で 輸入し，輸出や 経済力全般の 基礎体力を養成するという 
よう に， まさに為替相場が 騰貴しても下落しても ，経済力の増強にプラスする ， 
という基本体制を 確立するに至ったのであ る。 しかも，第一次石油 シ，ック U 、 
前には，一部に 集中豪雨的輸出ということがいわれながらも ， 日本の対外輸出 
はそれ 程 制約されなかったため ，黒字国責任論とか ，その対応のだめの 国内に 
おける調整インフレの 必要とかが称えられながらも ， ごく表面的にほ 順調な回 
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復の歩みを 続 げているかのように 思われたのであ る。 
ところが， 昭和 48 年 (1973 年 ) 10 月に中東戦争が 勃発し， その年の暮から 昭 
和 49 年 (19 れ年 ) にかけて， 第一次石油ショックが 発生し， 狂乱物価と急激な 
物 不足現象，石油その 他の原材料・ 物資の極端な 入手難などが 生じ，われわれ 
の 経済活動全般とか 生活のあ り方に大変革が 生じたことは 周知の通りであ る。 
当然， 人 びとの消費に 対する価値観にも 著しい変容が 生じたが，その 護 っかを 
項目例示すると 次の よう であ る。 
( 高度成長時代 ) ( 低成長・安定成長時代 ) 
もの尊重 一 づこころ尊 重 
所有権 が支配 因 一ぅ 必要性を中心とする 選択所有 
一点豪華主義 一づ 諸局面調和主義 
スタイル・デザイン 中心 一ぅ 機能性・融通性・・ 組み合わせ 
ファッション 追求型 ( 同質性 追 対   自発的嗜好選定型 
極端な価値の 多様化・個性化 一標準化・単純 ィヒ 
衝動的購入型 一ぅ 計画的購入型 
使い捨て - う節約と保存 
不良品，欠陥品の 指摘 一づ 不良品，欠陥品の 摘発 
デラックス・ハイ・プライス - 手機能性に応じた 価格 
什価 価値向上一高価格 - づ生活必需品を 中心とする低価格期待 
大量取引 一 低価格 一ぅ 品質に応じての 価格帯設定 
欲望の強さに 購買力が追従 一う 実質コストと 負担 力 を考慮 
華麗なサービス 期待 - づ 消費ニーズに 応じたサービス 期待 
ムード広告・フィーリシ ク  広告が 
中心 
一ぅ 説明広告に関心 
これらの変革 は， 1 バーレル当りの 原油価格が従来の 数倍にも及び ，日本を 
はじめ各国とも ，その調達支払のために 貿易収支は急激に 悪化し，各国とも ， 
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経済体制の根本的変化を 余儀なくされ ，当然の帰結として ，各種の原料・ 資材 
・生活関連晶などの 輸入が困難になったり ，生産・流通面でのコスト・アップ 
が生じ，一挙に 需給が混乱し ，売り惜しみが 出 ，厳しいディマンド・プル・ タ 
イ ブ のインフレが 生じたからであ る 。 これに対応するため ，昭和 49 年 (1974 年 ) 
の労働攻勢で 30% に近い名目賃金の 引き上げが行われた。 ところが，豊富だっ 
た商品が一挙に 姿を消す筈もなく ，やがて，売り 惜しみの実態内容が 明らかに 
なるにつれ，ディマンド・プル。 タイプのインフレはおさまって 来たが，同年 
6 月頃 から公共料金などを 中心とする串刺しの 値上げが，「帰らざるインフレ」 
ともいわれるコスト・インフレーシ。 ンを 起こし，第一次石油 シ ， ック を境に， 
経済の一般環境は ，高度成長型から 一挙に，低成長ないし 安定成長型に 移行せ 
ざるを得なくなり ， 
① 消費者動向の 変化としては ，高い消費水準の 維持から安定的な 生活水準 
の 確立へ 
② 価格面を中心としては ，寡占価格。 競争価格という 二極化から品質・ 機 
能。 コスト中心の 適正価格設定へ 
③ 経営意思の判定基準としては ， ビジネス中心と 競争力の拡大から wel- 
fare の増大と 適 眠性の発見へ 
④ サービスのあ り方としては ，売上拡大のだめのサービスから 顧客ニーズ 
に応じたサービス ヘ 
⑤ sales productivity の向上対策としては ，ひたむきな 効率化や需要創 
生主義でほなく ， demand convenience をもとめての 需要・生活面への 実質 
的適合性を 
⑥ 広告目標としてほ ，販売促進・ムード 広告から企業信用と 消費実態に応 
じた広告へ 
の 取引関係からみてほ ，水平的・垂直的経営支配から ，各企業の対応能力 
からみた 応 能主義・安定・ 相互保全主義の 確立へ 
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第一次石油 シ ， ック は， 日本のみならず 世界の各国にとっても 大きな衝撃だ 
っだが， 日本は，他の 諸国に比べ，割に 早くその混乱から 脱却することができ 
た。 基本的には，昭和 40 年代における 経済の構造変動への 対応に，国民全体が 
あ る程度馴れてきたこと ，財政・金融政策の 前倒し的運用に 上り公共事業を 推
進し ，不況感・不安感を 努めて抑えたこと ，蓄積された 高度な生産技術が ， シ 
ョック の立ちなおりには 何といっても 有利だったこと ， ェ ネルギ一節約を 効率 
的に実行・運用したこと ， また，石油 シ ， ック 以前までに築かれた 生活面での 
豊かさのため ，それ 程 急速に不足物資を 補わなくてすんだこと ， さらに，当時 
は ，実質的に対ドル 円高傾向にあ ったため，石油をはじめとする 原料。 資材等 
のドル 建 単価が割高でも ，為替取引上，比較的有利に 輸入を進めることがでぎ 
だし円安になれば ，この ょう にして得た石油・ 原材料などで 作った付加価値 
の高い完成品を ，可能な限り 輸出し，覚貨を 稼ぐこともできた ，などの理由を 
お げることができよう。 
いずれにせよ ，第一次石油 シ，ック の苦渋 は ，昭和 50 年代 (1975 年以降現在も ) 
に 入って急速に 軽減され，心理的欲求とか 喜 多 的 欲求充足への 夢が再現し始め 
て来た。 しかし， もはや高度成長の 時代とは異なり ， まだ，昭和 騒年 C1979 年 ) 
の イラン紛争，ひいてばイラン・イラク 戦争の勃発の 頃 から第二次石油ショッ 
クが ，第一次のそれとば 若干趣きを異にしながらも 発生したため ，所得の伸長 
とか雇用の有利な 増大 はも ばや期待し難く ，それだけに ， 日常生活に役立つも 
のは，できるだけ 引きのばして 使 うか ，合理的に格安に 入手しそれ E よって 
浮いた購買力を 積んで，思い 切って高価なもの ，珍奇なもの ，あ るいは，特に 
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気に入ったものなどの 入手にさげろという 購買タイプをとる 人が多くなって 来
た。 かくして，一方には ，生活の合理化。 簡易化，生活体系・ 生活スペースの 
合理化，消費節約志向，価格適正化志向等の 合理化志向や ，品質の安定化希望 
志向， 無 公害志向，保安志向，危険除去志向のような 安全性志向が 生ずるかと 
思 うと ，も う 一方には，欠陥商品・ う そつぎ商品の 排除，スタイル・ 好奇心満 
足というよりほ 機能性・実用性中心，所有欲より ，実質的な使用価値尊重とい 
った，本もの 志向の追求，あ るいは，差別化志向，個性的品質スタイル 重視 志 
向 ，雰囲気志向，様変りへの 期待，伝統への 新しい発見などを 求める個性化 志 
向 ，あ るい ほ また，ハイクン 一ド 志向，ハイプライス 志向，誇示志向， レジャ 
一志向，サービス 志向とサービスのクロス 志向等の高級化志向というよ う に， 
二極化の一層著しくなった 消費者の価値観が 発生し，彼らを 包摂する一般的 社 
金環境としても ，交通条件の 変化発展に伴 5 人口移動率の 増加，それによって 
惹ぎ趣 こされる多極的な 都市人口の集中や 地方の時代の 著しい発展，あ るいは， 
教育機会の増大と 教育・文化の 発展，女性の 高学歴化と女性の 時代，高年齢化 
社会と熟年の 時代，生活ならびに 企業活動の国際化への 進展などにより ，生活 
体系や就業構造に 著しい変化が 生まれ，あ るいはまた，あ そびと時間の 価値の 
尊重，任意性と 創造性の価値への 希求，空間の 価値と環境改善への 強い欲求等 
が見られ，単なる 成長でも，単なる 安定化でもない ，経済文化的に 考えて，一 
種の成熟社会の 方向にむかって 来たといえよ j 。 
こうした諸点を 考えると，企業の 対応としては ，単に生産技術的に 作られた 
ものを売りまわるというのではなく ，所定の品質・ 機能を備えた ぅ えでの低廉 
性とか，維持費が 安いとか，耐久性や ，利用により 収益の確保が 可能になると 
いうような経済性をつくるという 考え方，正確性・ 精密性・組み 合わせの多様 
性 ・取扱いの容易性などから 合理性をつくり ，素材・品質・ 構造・ブランド・ 
製造物責任制度などを 通じて安全性をつくるというような 見方，物自体を 売る 
というよりは ，それを通じて ，英と建康をつくるとか ，余裕時間やインスタン  
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。 性 や ，空間における 快適性や満足性が 得られるよさにして ，任意性のもつ 価 
値を享受できるよ 引 こはかり，あ るいは，スタイル・デザイン・ 色彩・芳香・ 
感触・ハイバレード 性・特有な雰囲気などを 通じ，感覚満足性を 演出的に作り 
上げていくことが 大切であ る。 また， 力 ルチェアー・アプローチを 中心として， 
人々の教養・ 趣味・嗜好の 高度化，愛情関係・ 親愛関係などを 育て ，人 びとの 
心を豊かにしだり ，生活の一部に 独創的なアイディアが 打ち出せるようなセッ 
ト商品とかバループ 化を考え， あ るいはまた， アベック・ルック 商品，キャラ 
クター商品，ギフト 商品などの知的組み 合わせを考えることも 忘れられなし、 。 
とともに，欠陥商品・ う そつき商品の 排除，返品・ 交換の自由，修理の 的確牲 
などを通じての 信頼性と保証をつくるということ ，ならびに，環境保全・ 環境 
汚染防除体制の 策定といった 責任体制の確立が 社会への福祉もしくはサービス 
向上のために 不可欠なものとなってぎたといえよ ちノ 
このように無形な 価値の付与をビジネスの 遂行に対し配慮することが 成熟 市 
場への対応としてほ 不可欠になってぎたが ， 日本の対外的ビジネス 活動にも大 
きな変革が生じて 来た。 もともと資源小国ではあ るが，技術的には 高度に進ん 
だ日本は，原油・ 原材料・生活必需品などを 輸入し，完成品を 輸出するが，後 
者の輸出に際しては 総合商社，一般貿易商などを 通じ，世界市場を 柏手にする 
だけでなく，先端産業分野等では ，その製品を 相手国に直販するとか ，工場や 
営業所を相手国に 設立し，時に 集中豪雨的輸出やダンピンバ 価格で輸出するた 
め ，相手国の失業を 増大させる結果になるとか ，外国からの 輸入に際してほ ， 
関税障壁のみならず ，さまざまな 輸入制約条件などをつげる 非関税障壁を 設け 
たりするため ，外国商社の 日本への輸出は 極めて困難になる ，という強い 非難 
を， 昭和的年 (1979 年 ) 以降の第二次石油 シ ， ッ ク時あ たりから， 米国のみな 
らず欧州諸国からも 支げ，輸出自粛，輸入条件緩和措置を 余儀なくされたが ， 
さらには，米国の 高金利政策とか ，日本の社会資本の 弱小性，国内政治の 不安 
定さ，石油・ 食糧等の輸入への 高 依存度，軍事防衛力の 未熟性などのため ， 円 
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表傾向が昨今 ( 昭和 57 年 ) は特に強く : 輸入条件を悪くし ， しかも，貿易摩擦 
や世界的不況が 厳しいだめ，「円安下の 輸出増強，ドル 稼ぎ」とし ぅ 従来のお 
家芸もままならず ，さらに は ，著しい税収不足に よ る財政の非常事態のだめ ， 
回生のための 妙薬も見出し 難いとし ぅ 現況にあ る。 
これらの国際ならびに 国内の一般情勢の 変化が ， 何らかの形で 期待されるこ 
とはい う までもないが ，成熟社会のなかにあ って， しかも厳しい 国際環境と タ 
イ ・アップしていかなければならないこれからの 企業のビジネス 活動としては ， 
企業の繁栄と 収支の効率化だけでなく ，市場開放への 努力，企業の 維持・安定 
化のための企画と 無駄の排除，ひだむきな 経営規模の拡大でなく ，社会的福祉 
とか秩序あ る貿易体制を 考慮しての適正規模の 発見，資本回転率・ 資本利益率 
の増大だけでなく ，適正資本の 調達と運用への 配慮，売上・ 利益・資本の 増強 
だけでなく，公共・ 福祉ないし他国との 相互扶助と貿易均衡の 達成，生産技術 
優先より，購買者， ユーザ一 ・一般大衆ならびに 各国の経済情勢や 慣習との 調
和の実現，ならびに ， これらの諸点を 十分に踏まえての ，広い意味での 消費者 
主義の実現，国際的感覚をもった 経営者や営業マンの 養成，地域社会への 貢献 
と協調，各種公害防止対策の 確立と積極的な 促進，取引結果に 対する責任の 所
在の明示，適正な イ ンフォーメーシ ， ンの 提供，品質・ 機能性・価格・ 付帯 サ 
一 ビスの明示と 場合によっては ，ディメリットの 表示，取引倫理の 順守と信用 
の確立等に配慮しながら ，設備，管理体系，時代認識，判断と 決定におけるビ 
ジネス全般の 近代化をはかることなどが 緊要な課題になるといえよう。 
(1982. 8. 31) 
